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    （ T E L  0 4 8 - 8 1 5 - 6 6 9 9 ） 

 

特別損失の計上及び通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、2025 年６月期において特別損失を下記のとおり計上しましたので、お知らせいたします。 

 また、2025 年２月７日に公表いたしました「2025 年６月期第２四半期（中間期）業績予想の修正及

び通期業績予想の修正並びに営業外収益の計上に関するお知らせ」と本日公表しました「2025 年６月期 

決算短信［日本基準］(非連結)」の実績値との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失 

①減損損失 

収益性の低下が認められる店舗に係る固定資産につき、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づ 

き、減損損失 60 百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

②店舗閉鎖損失 

店舗閉鎖に伴い発生した店舗閉鎖損失９百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

２．2025 年６月期通期連結業績予想と実績値との差異 

(単位：百万円) 

                                   売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり  

当期純利益 

前回予想(Ａ) 1,888 △122 △119 △129 △34 円 10 銭 

今回実績(Ｂ) 1,871 △139 △136 △218 △57 円 33 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △16 △17 △17 △88 ― 

増 減 額（％） △0.9％ ― ― ― ― 

(ご参考)前期実績 

（2024 年６月期） 
1,649 △180 △172 △206 △54 円 21 銭 

 

４．差異が生じた理由 

 売上高につきましては、業態転換を行った店舗を始め既存店舗も好調に推移したものの、計画外の

店舗閉鎖による売上減を補い切れず、当初予想を下回る結果となりました。営業利益および経常利益

においては、原材料費や人件費が想定以上に上昇し、FL コストの抑制が計画どおりに進まなかった

ことから、予想を下回りました。 

 また、採算性の低下が認められる店舗について、将来リスクを早期に解消する目的で減損損失を計

上いたしました。これは、長期的な収益基盤の強化を図るための措置であり、当社における重要な経

営判断として実施したものです。これらの結果、当期純利益に当初予想との差異が生じることとなり

ました。今後は、既存店の競争力強化やブランド価値の向上に注力するとともに、収益力の改善に向

けて全社一丸となって取り組んでまいります。 

 以上 


